キュ ー. となる の を 着て 座敷へ 出た。 日影が 縁へ 半 

分 ほど 差し こんで 顔が ほて/^ する の は 風呂に 入った 

せいであろう。 姉上が 数々 の 子供 を つれて 来る。 一同 

座敷の 片側へ 一 列に ならんで 順々 拝が 始まる。 自分 も 

ちょうず ばち 

縁側へ 出て 新しく 水 を 入れた 手水 鉢で 手洗い 口す すい 

で 霊前に ぬかずき、 わが 名 を 申 上げて 拍手 を 打 つ と 花 

ひおうぎ 

瓶の 檜 扇の 花びらが 落ちて 葡萄の 上に とまった。 いち 

ばん 御 拝の 長かった は 母上で、 いちばん 神様の 御 気に 

召した かと 思われる はせい ちゃんの であった。 一順す 

むと 祭壇の 菓子 を 下げて 子供 等に 頂かせる。 我 も 一 度 

はこの 御 頂き を うれしがった 事 を 思い出して その 頃の 



上げた。 榊の 影が 大きく 壁に う つ つ て 茄子 や 葡萄が 美 

しく かがやいた。 父上の いくさの 話が 出て 子供 等が 急 

におと なしくな つたと 思うたら、 小さい のとせ いちや 

んは 姉上の 膝の 上で はや 寝て しまった。 姉上 等が かえ 

ると 御て らしが 消えて 御神燈 の 灯が パチパチと 鳴る。 

くつ わむ し 

座敷が しんとして 庭で は轡 虫が 鳴き 出した。 居間の 

時計が ねむそう に 十 時 をう つたから 一 通リ 霊前 を 片付 

けて 床に 入った。 座敷で 鼠が 物 を かじる 音が する から 

見に 行ったら、 床の 真中に 鏡が 薄く くらがりの 中に 淋 

しく 光って いた。 

(明治 三十 二 年 十一 月 『ホ トトギ ス』) 
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